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春
は
、
華
麗
に
咲
き
誇
る
花
に
、
心
和
ま
せ
る
季
節
の

始
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
鳥
の

さ
え
ず
り
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
躍
動
の
季
節
の
始
ま

り
で
も
あ
り
ま
す
。
長
く
厳
し
か
っ
た
冬
の
後
に
、
春
の

訪
れ
を
心
か
ら
待
ち
わ
び
、
喜
び
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
る

方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
、
自
然
と
の
深
い
関
わ
り
の
中

で
文
化
を
育
ん
で
き
た
日
本
人
に
は
、
和
歌
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
自
然
に
心
情
を
重
ね
て
表
現
す
る
と
い
う
伝
統

が
あ
り
ま
す
。
美
術
作
品
に
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
花

鳥
風
月
を
表
現
す
る
作
品
が
好
ま
れ
て
制
作
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

花
と
鳥
を
描
く
花
鳥
画
は
、
自
然
を
室
内
に
お
い
て
身

近
に
共
有
で
き
る
最
も
一
般
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
広
く
見

ら
れ
ま
す
。四
季
の
変
化
を
花
鳥
に
託
す
る
こ
と
で
、日
々

の
生
活
に
彩
り
を
添
え
る
も
の
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
花
の
輝
き
や
鳥
の
躍
動
美
な
ど
の
景
観
を

描
き
留
め
て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
文
学
や
仏
教
・
儒
教
思
想
な
ど
と
も
結

び
つ
き
、
寓
意
・
庭
訓
・
鑑
戒
を
表
す
画
題
の
モ
チ
ー
フ

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
吉
祥
的
な

意
味
合
い
を
持
つ
花
木
と
と
も
に
、
つ
が
い
や
親
子
の
鳥

を
描
く
こ
と
で
、
不
老
長
寿
や
夫
婦
和
合
、
子
孫
繁
栄
な

ど
を
そ
こ
に
託
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
山
本
梅
逸
筆
「
林
和
靖
・
花
鳥
図
」、

王
若
水
「
花
鳥
図
」
の
ほ
か
、
鶴
・
雁
・
鴨
を
は
じ
め
と

す
る
鳥
を
、
細
部
に
わ
た
っ
て
精
緻
に
描
い
た
「
鳥
図
画

帖
」、
加
賀
藩
御
用
絵
師 

六
代
梅
田
九
栄
の
「
鷹
狩
図
絵

巻
」
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
冬
の
寒
く
て
長
い
季
節
に
よ
う
や
く
終
わ
り
を
告
げ
、

自
然
の
息
吹
に
確
か
な
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
四
季
の
移
り
変
わ
り
に
と
て
も

敏
感
で
あ
り
、
自
然
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
持
つ
と
と
も

に
、
そ
う
し
た
自
然
観
を
絵
画
や
工
芸
に
ス
ト
レ
ー
ト
に

表
現
し
て
き
ま
し
た
。
今
月
の
古
美
術
展
示
室
で
は
、
桜

と
牡
丹
を
主
要
モ
チ
ー
フ
と
し
て
様
々
に
表
現
さ
れ
た
春

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
「
日
本
の
花
」
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
る
桜
は
、
春

を
象
徴
す
る
花
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
春
が
出
会
い

と
別
れ
の
季
節
で
あ
り
、
人
生
の
大
き
な
節
目
に
咲
く
桜

は
、
日
本
人
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
冬
の
寒
さ
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
全
生
命
力

を
か
け
て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
営
み
に
、
人
の
世
の
道

標
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

一
方
の
牡
丹
は
中
国
で
は
唐
の
時
代
よ
り
「
花
の
王
」

と
し
て
愛
で
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、「
富
貴
草
」「
富
貴
花
」「
深

見
草
」「
忘
れ
草
」
な
ど
種
々
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
気
品
あ
る
美
し
さ
は
美
人
の
象
徴
と
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

兼
六
園
の
お
花
見
を
兼
ね
て
美
術
館
へ
も
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
き
、
日
本
と
中
国
の
美
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
絵
画
、

陶
芸
、
漆
芸
の
作
品
を
通
し
て
春
の
息
吹
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

花鳥の美
　  ─絵画と調度─

花鳥の美
　  ─絵画と工芸─

4月1日（金）～4月19日（火）会期中無休4月1日（金）～4月19日（火）会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館第２展示室

県文　青手桜花散文平鉢　古九谷 鳥図画帖
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〝
あ
の
画
家
は
ど
ん
な
顔
？
〞
作
品
は
よ
く
知
っ
て
い
て
も
、
顔

は
思
い
浮
か
ば
な
い
と
い
う
こ
と
が
案
外
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
画
家
達
の
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
前
に
し
て
、「
こ
の

画
家
は
こ
ん
な
顔
を
し
て
い
た
の
か
。
絵
の
印
象
と
ピ
ッ
タ
リ
だ
」

と
か
「
ち
ょ
っ
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
と
違
っ
て
い
る
な
」
な
ど

と
思
い
を
巡
ら
せ
て
会
場
を
回
る
こ
と
は
、
普
段
の
作
品
鑑
賞
と
は

少
し
異
な
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
憧
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
会
っ
て
、
心
を
と
き
め
か
せ
る
フ
ァ

ン
の
心
理
状
態
に
喩
え
て
は
、
ミ
ー
ハ
ー
に
過
ぎ
る
と
言
わ
れ
そ
う

で
す
が
、
本
人
の
顔
を
知
れ
ば
作
品
に
対
す
る
思
い
や
見
方
に
変
化

が
生
じ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
も
う
一
つ
、
画
家
を
知
る
た
め
の

ア
イ
テ
ム
を
展
示
し
ま
す
。
そ
れ
は
パ
レ
ッ
ト
で
す
。
よ
く
使
い
込

ま
れ
た
パ
レ
ッ
ト
は
美
し
く
魅
力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
小
さ
な

板
の
上
で
画
家
が
色
を
調
合
し
、
数
々
の
作
品
を
生
み
出
し
た
の
だ

と
思
う
と
、
つ
い
引
き
込
ま
れ
、
見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

き
れ
い
に
拭
か
れ
た
パ
レ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
、
絵
具
が
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ

う
に
盛
り
上
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
大
き
さ
も
色
数
も
配
色
の
順

列
も
様
々
で
す
し
、
作
品
同
様
個
性
に
溢
れ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま

り
画
家
の
性
格
を
示
す
と
と
も
に
、
色
彩
の
秘
密
を
も
う
か
が
わ
せ

て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
パ
レ
ッ
ト
は
画
家
の

セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
と

言
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
作
品
を
前
に
、
あ
る
い
は
思

い
起
こ
し
な
が
ら
パ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
尽
き
る

こ
と
な
く
感
興
が
湧
き
出
で
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
二
十
年
十
月
に
第
一
回
展
を
開
催
し
て
以
来
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す

現
代
美
術
展
は
、
今
年
六
十
七
回
を
迎
え
ま
す
。
本
展
で
は
所
属
会
派
を
超

え
て
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
六
部
門
か
ら
、
文
化

功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
人
間
国
宝
を
は
じ
め
と
す
る
財
団
法
人
石
川

県
美
術
文
化
協
会
役
員
・
会
員
の
秀
作
に
加
え
、
一
般
公
募
か
ら
の
入
賞
・
入

選
の
意
欲
作
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

部
門　

洋
画　
　
（
第
７・８・９
展
示
室
）

　
　
　

工
芸　
　
（
第
３・５・６
展
示
室
）

　
　
　

写
真　
　
（
第
４
展
示
室
）

　

金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
は
日
本
画
・
彫
刻
・
書
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

入
場
料
（
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
共
用
）

作
品
解
説　

会
期
中
、
作
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
九
時
三
〇
分
〜
午
後
六
時

　
　
　
　
　

毎
週
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
八
時
ま
で
開
館

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

セルフ・ポートレイト展─キャンバスの中の巨匠たち─

鴨居　玲　パレット　1968年

第
六
十
七
回　

現
代
美
術
展

四
月
二
日（
土
）〜
十
九
日（
火
）会
期
中
無
休（

第
３
〜
９
展
示
室
）

平成23年4月24日（日）～6月12日（日）会期中無休

団
体
は
二
〇
名
以
上

観　

覧　

料

一　
　

般

大
高
生

中
小
生

当

日

一
〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

前

売

り
　

九
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

団

体
　

八
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
は
、
展
示
に
あ
た
っ

て
月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け
、
さ
ら
に
特
別
陳
列

と
特
集
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
は
、
特
別
陳

列
と
し
て
九
月
に
「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」
を
行

い
、
前
田
家
三
代
利
常
か
ら
五
代
綱
紀
に
か
け
て

収
集
育
成
さ
れ
た
優
れ
た
文
物
や
美
術
工
芸
品
を

中
心
に
、
重
要
文
化
財
五
件
を
含
む
四
十
三
件
を

展
示
し
ま
し
た
。
十
月
に
は
「
万
葉
集
の
世
界
│

平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
│
」
と
し
て
前
田
育
徳
会

所
蔵
の
『
金
沢
本
万
葉
集
』
と
と
も
に
、
重
文
の

手
鑑
「
野
辺
の
み
ど
り
」
を
展
示
し
ま
し
た
。
主

に
利
常
が
収
集
し
た
と
思
わ
れ
る
古
筆
切
の
中
に
、

『
金
沢
本
万
葉
集
』
の
断
簡
や
『
桂
宮
本
』
の
断

簡
で
あ
る
『
栂
尾
切
』
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

併
せ
て
展
示
し
た
も
の
で
す
。
第
２
展
示
室
で
は

二
月
に
「
刀
剣
の
美　

加
州
刀
を
中
心
に
」
の
特

集
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
現
代
美
術
で
は
、
二
つ
の
特
別
陳
列
を
開
催

し
ま
し
た
。
第
5
・
６
展
示
室
で
は
七
月
に
「
德

田
八
十
吉
三
代
展
」。
前
年
八
月
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
逝
去
さ
れ
た
三
代
八
十
吉
氏
の
一
周
忌
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
初
代
・
二
代
の
作
品
を
併
せ
て

三
人
の
代
表
作
約
六
十
点
を
展
示
し
、
優
れ
た
技

と
美
の
世
界
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
月
に

は
第
4
展
示
室
で
「
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
日
本

人
画
家 

東
典
男
の
世
界
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
東

氏
は
昭
和
三
年
三
重
県
に
生
ま
れ
、
金
沢
美
術
工

芸
短
期
大
学
油
絵
科
を
卒
業
し
て
一
九
五
五
年
に

渡
米
し
、二
〇
〇
四
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
躍
し
ま
し
た
。
氏
の
半
世
紀

に
及
ぶ
創
作
の
歩
み
を
、
金
沢
時
代
の
初
期
の
作

品
か
ら
晩
年
の
作
品
ま
で
、
油
彩
画
・
素
描
な
ど

四
十
点
余
の
代
表
作
に
よ
り
画
業
の
全
貌
を
窺
う

も
の
で
し
た
。

　

特
集
展
示
は
、
併
せ
て
八
本
開
催
し
ま
し
た
。

第
3
展
示
室
で
は
、十
月
と
二
月
に
「
開 

光
市
展
」

「
前
田
昌
彦
展
」（
油
彩
画
）
を
行
い
ま
し
た
。
昨

年
に
続
き
一
九
五
〇
年
代
生
ま
れ
で
現
在
活
躍
中

の
二
人
を
紹
介
し
た
も
の
で
し
た
。
第
４
展
示
室

で
は
六
月
に
開
催
し
た
「
松
本
昇
遺
作
展
」（
油
彩

画
）
は
氏
の
没
後
一
周
年
を
機
に
、
五
十
年
に
及

ぶ
創
作
の
歩
み
を
、
初
期
か
ら
絶
筆
に
い
た
る
ま

で
の
作
品
で
紹
介
。
十
二
月
に
は
「
見
透
せ
ぬ
窓
・

前
田
さ
な
み
展
」（
油
彩
画
）
は
、
虚
像
と
実
像
を

交
錯
さ
せ
て
、
社
会
的
テ
ー
マ
を
描
き
続
け
る
創

作
の
歩
み
を
展
示
。
ほ
か
に
一
月
は
「
近
代
彫
刻

―
空
間
と
構
成
の
美
」、
第
6
展
示
室
で
は
十
月
に

「
系
譜
で
み
る
近
代
日
本
画
」
を
行
い
ま
し
た
。
第

5
展
示
室
で
は
一
月
の
「
香
り
を
か
ざ
る
│
現
代

の
香
道
具
│
」
で
、香
の
道
具
の
中
か
ら
特
に
香
炉
、

香
合
、
香
盆
の
優
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

七
月
に
は
、
恒
例
に
な
っ
た
夏
休
み
親
子
で
楽

し
む
美
術
館
を
「
ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。
お
子
様
に
、〝
あ
な
た

が
選
ぶ
ふ
し
ぎ
度
ナ
ン
バ
ー
１
の
作
品
や
お
気
に

入
り
の
作
品
〞
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
展
示
室
内

に
お
か
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
納
め
、
展
示
室
を
訪
れ

た
お
客
様
に
も
公
開
し
ま
し
た
。
年
齢
も
五
歳
か

ら
高
校
生
ま
で
様
々
な
方
々
の
感
じ
る
心
に
出
会

え
る
フ
ァ
イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
作
品
の
と

ら
え
方
や
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル

を
読
む
の
も
な
か
な
か
楽
し
い
と
好
評
で
し
た
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
は
毎
月
第
一
月
曜
日
が

無
料
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
是
非
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コレクション展示室を
振り返って

平成22年度の

德田八十吉三代展

アメリカで活躍した日本人画家
東典男の世界

親子で楽しむ美術館
「ふしぎがいっぱい」
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新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
度
の

普
及
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
午
後
一

時
三
〇
分
か
ら
行
い
ま
す
。

　
「
土
曜
講
座
」
は
九
月
か
ら
十
二
月
に
開
催
す

る
秋
の
シ
リ
ー
ズ
を
、
共
通
テ
ー
マ
に
よ
る
連
続

講
座
と
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
が
、

県
民
大
学
校
の
専
門
講
座
の
一
つ
と
も
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
場
合
は
県
民
大
学
校
受
講
の
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
申
し
込
み
無
し
で

そ
の
う
ち
の
一
回
だ
け
を
受
講
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
従
来
、
学
芸
員
が
自
ら
の
研
究
テ
ー

マ
を
も
と
に
、
講
座
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

う
し
た
内
容
の
講
座
は
、
五
月
か
ら
七
月
ま
で
と

明
年
一
月
以
降
に
実
施
し
ま
す
。

　

企
画
展
で
の

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ト
ー
ク
」
は
、
こ
の

行
事
だ
け
時
間
が

変
わ
っ
て
、
日
曜
日

の
午
前
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
毎
月
展

示
内
容
の
変
わ
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

示
室
の
作
品
は
、
土
曜
講
座
の
な
か
で
解
説
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
展
示
室
で
の
作
品

解
説
を
含
む
場
合
は
、
入
場
料
金
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
「
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
、
制
作
体
験

と
鑑
賞
講
座
を
行
い
ま

す
。
制
作
は
夏
休
み
に

行
い
ま
す
が
、
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

鑑
賞
は
申
し
込
み
不
要

で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
作
品
を
中
心
に
、

親
子
で
語
り
合
い
な
が
ら
鑑
賞
し
ま
す
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
五
月

八
日
に「
鉛
筆
で
描
く　

木
下
晋
さ
ん
の
セ
ル
フ
・

ポ
ー
ト
レ
イ
ト
講
座
」
を
行
い
ま
す
。
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

　
「
加
賀
百
万
石
文
化
講
座
」
は
加
賀
藩
主
の
生

活
や
尊
經
閣
文
庫
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
ほ
か
に

企
画
展
覧
会
に
併
せ
た
講
演
会
も
予
定
し
て
い
ま

す
。「
文
化
財
現
地

見
学
」
や
「
美
術
館

バ
ス
ツ
ア
ー
」
な
ど

盛
り
沢
山
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
り
ま

す
が
、
詳
し
く
は
毎

月
の
「
美
術
館
だ
よ

り
」
で
ご
確
認
下
さ

い
。

◆
京
都

「
親
鸞
展　

生
涯
と
ゆ
か
り
の
名
宝
」

三
月
十
七
日
（
木
）
〜
五
月
二
十
九
日
（
日
）

京
都
市
美
術
館

京
都
市
左
京
区
岡
崎
円
勝
寺
町
一
二
四

T
E
L　

〇
七
五
│
七
七
一
│
四
一
〇
七

　

親
鸞
聖
人
の
七
五
〇
回
忌
を
記
念
す
る
本
展
で

は
、
国
宝
九
件
、
重
文
三
十
六
件
を
含
む
約

一
三
十
件
の
法
宝
物
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
親
鸞
聖

人
の
肖
像
画
や
真
筆
の
著
書
な
ど
が
一
堂
に
集
ま

る
貴
重
な
機
会
で
す
。

◆
滋
賀

春
季
特
別
展
「
長
沢
芦
雪　

奇
は
新
な
り
」

三
月
十
二
日
（
土
）
〜
六
月
五
日
（
日
）

M
I
H
O
 M
U
S
E
U
M

甲
賀
市
信
楽
町
桃
谷
三
〇
〇

T
E
L　

〇
七
四
八
│
八
二
│
三
四
一
一

　

奇
想
の
画
家
と
も
い
わ
れ
る
長
沢
芦
雪
。
そ
の

奇
抜
で
機
知
に
富
ん
だ
表
現
を
、「
虎
図
襖
」「
富

士
越
鶴
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
代
表
作
品
や
、
初

公
開
作
品
な
ど
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※ 

三
月
十
一
日
の
地
震
の
た
め
、
東
北
・
関
東
の

美
術
館
・
博
物
館
で
臨
時
休
館
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け
前
に
そ
れ
ぞ
れ
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平成23年度の普及事業

こ
の
春

各
地
で
注
目
の
展
覧
会

情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
時
間

　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

　
　

午
前
中
は
閉
室
と
な
り
ま
す
。

　
　

ご
了
承
下
さ
い
。（
四
月
一
日
よ
り
）



BIJUTSUKAN DAYORI  No .3 3 0 6

　

秋
に
開
催
し
た
「
加
越
能
の
美
術
」
の
第
二
弾

と
し
て
の
位
置
づ
け
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
加
越

能
」
と
い
う
こ
と
ば
に
馴
染
み
が
薄
く
、
非
常
に

わ
か
り
に
く
い
と
の
指
摘
も
あ
っ
て
、
明
治
か
ら

現
代
ま
で
の
作
品
を
展
示
す
る
近
現
代
美
術
の
展

覧
会
の
主
タ
イ
ト
ル
を
「
石
川
・
富
山
の
美
100
選
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
、
加
賀
藩
の
文
化
政
策
と
し
て
進
め

ら
れ
て
き
た
文
化
的
発
展
が
明
治
維
新
で
途
絶
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
以

前
と
大
き
く
異
な
っ
た
の
は
、
海
外
で
の
万
国
博

覧
会
で
好
評
を
博
し
た
り
、
輸
出
産
業
と
し
て
脚

光
を
浴
び
た
り
、
ま
た
殖
産
興
業
の
一
躍
を
担
っ

た
り
し
た
も
の
が
現
れ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結

果
、
職
人
や
画
工
が
作
家
と
し
て
の
意
識
を
強
く

持
ち
始
め
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
〝
芸
術
家
〞
と
い

う
存
在
が
誕
生
し
て
き
ま
し
た
。　

こ
の
よ
う

に
大
き
く
転

換
す
る
明
治

期
を
起
点
に
、

大
正
・
昭
和
を

経
て
現
代
に

至
る
石
川
・
富

山
両
県
の
美

術
工
芸
が
、
ど

の
よ
う
に
展

開
し
て
い
っ

た
の
か
。
そ
れ
を
各
部
門
・
各
時
代
等
の
な
か
で
、

石
川
県
の
こ
の
作
家
と
富
山
県
の
こ
の
作
家
、
名

匠
・
名
工
、
と
い
う
よ
う
に
比
較
対
照
し
な
が
ら
、

鑑
賞
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
ご
覧
に
な
っ
た
方

は
、
一
層
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
、

風
土
と
美
術
の
関
連
性
や
今
後
の
展
望
を
も
予
測

さ
せ
る
一
面
も
見
ら
れ
、
石
川
・
富
山
の
持
つ
文

化
や
芸
術
性
の
違
い
も
感
じ
ら
れ
た
か
と
も
思
い

ま
す
。

　

全
国
的
に
評
価
さ
れ
る
両
県
の
作
家
達
の
代
表

作
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
ま
で
刺
激
を

受
け
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た

両
県
美
術
工
芸
の
歴
史
と
現
状
を
紹
介
で
き
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
郷
土
の
文
化
に
対
す
る

理
解
と
愛
着
を
よ
り
深
め
、
こ
の
地
の
優
れ
た
美

術
工
芸
の
歴
史
を
未
来
に
繋
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
本
展
覧
会
開
催
に
あ
た
り
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
所
蔵
先
各
位
、
関
係
者
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
十
四
回
目
と
な
る
今
年
度
の
移
動
美
術
展

は
、
二
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
能
美
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
能
美
市
根
上
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
四
十
二
点
の
県
立
美
術
館
所
蔵
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。
作
品
の
内
訳
は
、絵
画（
日

本
画
、
油
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、
水
彩
画
、
鉛
筆

画
）　

二
十
点
、
浮
世
絵
版
画
八
点
、
彫
塑
六
点
、

工
芸
（
陶
磁
、
漆
工
、
金
工
、
木
工
、
人
形
、
截

金
）
八
点
で
、

今
回
特
別
に
地

元
の
彫
刻
作

家
・
谷
村
俊
英

氏
の
作
品
も
ま

じ
え
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
素
材
・

技
法
・
表
現
を

鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
多

く
の
小
中
高
生
の
団
体
鑑
賞
が
予
定
さ
れ
て
い
た

た
め
、
移
動
壁
面
と
仮
設
の
展
示
パ
ネ
ル
、
移
動

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
配
置
を
工
夫
し
、
会
場
内
を
ぐ

る
っ
と
ま
わ
る
よ
う
な
導
線
を
考
え
ま
し
た
。
団

体
鑑
賞
の
際
は
、
入
り
口
か
ら
時
計
回
り
に
鑑
賞

し
て
い
く
よ
う
に
案
内
し
、
会
場
内
で
の
混
雑
を

で
き
る
だ
け
緩
和
し
ま
し
た
。
会
期
中
に
は

千
三
百
名
を
超
え
る
児
童
生
徒
、
ま
た
同
じ
く

千
三
百
名
を
超
え
る
一
般
市
民
の
方
が
来
場
し
、

連
日
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
展
の
開
催
に
は
、
地
元
の
市
関
係
者
は
も
と

よ
り
、
美
術
作
家
協
会
の
方
々
に
多
大
な
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
中
学
校
・
高
校

の
美
術
部
員
が
事
前
に
移
動
美
術
展
の
解
説
番
組

を
作
成
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
す
る
な
ど
、

従
来
に
な
い
形
で
の
取
り
組
み
も
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
改
め
て
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
種
々

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
の
方
々
に
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

展覧会回顧

「石川・富山の美100選」「移動美術展」

石
川
・
富
山
の
美
100
選

移
動
美
術
展
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三
月
六
日
（
日
）、
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫

分
館
の
「
前
田
家
の
天
神
信
仰
と
文
房
具
」
の
展

示
を
鑑
賞
す
る
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
お
殿
様

の
文
房
具
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
参
加
者

の
方
々
に
、
自
分
た
ち
が
使
っ
て
い
る
文
房
具
や

そ
の
中
に
お
気
に
入
り
の
文
房
具
が
あ
る
か
な
ど

の
お
話
を
伺
い
、
今
の
文
房
具
と
お
殿
様
の
文
房

具
を
比
較
し
て
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

展
示
室
で
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
い
な
が
ら
、「
前

田
の
お
殿
様
た
ち
の
時
代
は
何
で
字
を
書
い
て
い

た
の
？
」
を
ヒ
ン
ト
に
「
文
房
四
宝
」
と
い
わ
れ

た
文
房
具
の
大
切
な
道
具
の
紙
・
墨
・
筆
・
硯
を

見
つ
け
出
し
、
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
道
具
の
名

前
と
使
い
道
を
探
し
出
し
ま
し
た
。
お
殿
様
の
文

房
具
の
中
に
は
、
き
れ
い
な
模
様
で
飾
ら
れ
た
も

の
や
動
物
の
形
を
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
国
を
治
め
る
大
き
な
仕
事
を
し
て
い
た
お
殿
様
。

そ
ん
な
道
具
を
自
分
の
側
に
置
き
な
が
ら
心
和
ま

せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
参
加
し
た
皆
さ

ん
も
展
示
さ
れ
て
い
る
お
殿
様
の
文
房
具
の
中
か

ら
「
自
分
の
机
に
も
置
い
て
み
た
い
な
あ
」
と
思

う
よ
う
な
お
気
に
入
り
の
道
具
を
見
つ
け
出
し
た

よ
う
で
す
。
来
年

度
も
こ
の
よ
う
な

展
示
に
合
わ
せ
た

鑑
賞
の
キ
ッ
ズ
☆

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行

う
予
定
で
す
。
皆

様
の
御
参
加
を
お

待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展
関
連
行
事　

●
記
念
講
演
会

　

日　

時　
四
月
二
十
四
日（
日
）午
後
一時
三
〇
分
〜

　

会　

場　

美
術
館
ホ
ー
ル
（
聴
講
無
料
）　

　

講　

師　

長
谷
川
徳
七
氏
・
長
谷
川
智
恵
子
氏　

日
動
画
廊
社
長
・
副
社
長

　

演　

題　
「
素
顔
の
作
家
た
ち
」

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

鉛
筆
で
描
く

木
下
晋
さ
ん
に
よ
る
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
講
座

　

日　

時　
五
月
八
日（
日
）午
前
十
時
〜
午
後
四
時

　

講　

師　

木
下 

晋 

氏

　
　
　
　
　
（
画
家
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
）

　

会　

場　

美
術
館
講
義
室

　

対　

象　

中
学
生
以
上
二
〇
名　

　

参
加
費　

四
〇
〇
円

　

申
込
方
法 

 

四
月
二
十
七
日
（
水
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

に
、
往
復
は
が
き
（
一
人
一
枚
）
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信

用
あ
て
名
を
記
入
し
、
当
館
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト

レ
イ
ト
係
へ
。（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

毎
週　
日
曜
日
午
前
十
一
時
〜　

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
さ
く
ら
め
ぐ
り

美
術
館
イ
ベ
ン
ト
「
ビ
デ
オ
上
映
会
」

　
「
正
倉
院
宝
物
」

　

日　

時　
四
月
九
日（
土
）午
後
一時
三
〇
分
〜
四
時　

　

今
年
度
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
六
月
下
旬
に
能
登
方

面
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総
持
寺
を
中
心
に
寺
社

等
の
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。
詳
細
は
い
ず
れ
掲
載

い
た
し
ま
す
。

ミュージアムレポート

キッズ☆プログラム  お殿様の文房具

行
事
案
内

次
回
の
展
覧
会　

今
年
度

バ
ス
ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

第7～9展示室 第4展示室 第2展示室 前田育徳会
尊經閣文庫分館

セ
ル
フ
・

　

ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展

　

〜
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
の

　
　
　
　
　
　

巨
匠
た
ち
〜

﹇
彫
刻
﹈

顔
〜
様
々
な
表
情
〜

長
谷
川
等
伯
と

　
　
　
　

そ
の
周
辺

百
万
石
大
名
の
装
い

　
　

│
甲
胄
と
陣
羽
織
│

4月24日（日）～6月12日（日）
5月11日（水）
～6月12日（日）

5月11日（水）
～7月12日（火）
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4月の休館日は

20日（水）～23日（土）です

ご利用案内

コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）
　大学生　280円（220円）
　高校生以下　無料
　※（　　）内は団体料金

4月の開館時間
　午前9：30～午後6：00
　2日・8日・9日・15日・16日
　は午後8：00まで開館

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

北川良次「画家の肖像」1931年 萬　鉄五郎「自画像」 安井曾太郎「自画像」1913年

鴨居　玲「肖像」1985年 林　武「自画像」1970年 高光一也「山の自画像」1943年

　

普
段
は
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
買
っ
た
一
枚
数
十
円
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
を
使
っ
て
い
ま
す
。
安
い
し
、
便
利
。

無
く
な
っ
て
も
気
に
な
ら
な
い
。
で
も
裏

を
返
せ
ば
、
面
白
味
に
欠
け
る
し
、
無
く

し
た
く
な
い
も
の
に
は
不
適
か
も
。
中
身

が
丸
見
え
な
の
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
書
類

を
入
れ
た
り
、
人
前
で
使
っ
た
り
す
る
に

も
ち
ょ
っ
と
な
あ
、
と
も
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
美
術
館
の
フ
ァ
イ
ル
が
重
宝
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
古
九
谷
の
デ
ザ
イ
ン

が
一
新
し
、
守
景
の
「
笹
に
兎
図
」
も
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
通
信

右
上
／
古
九
谷

左
上
／
笹
に
兎
図

右
下
／
色
変
鶴
菱
文
唐
織

各
三
〇
〇
円

（　　　　　　  ）


